
本
書
は
、
「
天
台
教
学
と
起
信
論
」
の
論
題
で
天
台
宗
教
学
振
興
資
団

に
提
出
さ
れ
た
著
者
の
特
別
研
究
者
研
究
論
文
に
、
若
干
の
増
補
と
校
訂

を
加
え
て
、
公
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
天
台
宗
に
お
い
て
最
初
に

起
信
論
の
教
説
（
真
如
不
変
随
縁
説
）
を
天
台
教
学
に
導
入
依
用
し
た
の

は
、
六
祖
荊
渓
湛
然
で
あ
る
と
さ
れ
、
更
に
趙
宋
天
台
の
山
家
・
山
外
の

論
諄
に
あ
っ
て
も
起
信
論
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
日
本
天
台
に
お
い
て
も
伝
教
大
師
最
澄
が
起
信
論
の
教
義
を

採
用
し
て
以
来
、
そ
れ
は
円
教
位
の
法
門
と
し
て
天
台
教
理
の
進
展
に
ま

こ
と
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
は
、

著
者
の
言
を
借
り
れ
ば
、
「
最
近
の
仏
教
学
界
で
殆
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
〃
天
台
教
学
と
大
乗
起
信
論
と
の
思
想
的
交
渉
″
の
問
題
を
取
り

扱
っ
た
も
の
」
で
あ
り
、
弓
起
信
論
』
の
学
説
と
の
関
係
や
交
渉
が
顕
著

に
み
ら
れ
る
天
台
教
理
の
諸
項
目
を
取
り
あ
げ
て
、
中
国
・
日
本
の
両
天

台
に
お
け
る
思
想
史
的
展
開
と
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
」
（
本
書
は

し
が
き
）
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
武
覚
超
師
は
現
在
、
叡
山
学
院
の
教
授

の
職
に
あ
る
が
、
そ
の
若
き
日
の
大
学
院
時
代
を
、
本
学
の
故
・
安
藤
俊

雄
博
士
及
び
、
横
超
慧
日
博
士
の
下
に
あ
っ
て
、
天
台
学
の
研
讃
を
積
ま

れ
た
と
聞
く
。
こ
の
た
び
「
起
信
論
と
の
交
渉
」
と
い
う
極
め
て
重
要
な

武
覚
超
著
『
天
台
教
学
の
研
究
ｌ
大
乗
起
信
論
と
の
交
渉
ｌ
』

山
野
俊

郎

第
一
章
「
天
台
の
真
俗
二
諦
説
と
「
起
信
論
」
ｌ
俗
諦
常
住
説
へ

の
展
開
ｌ
」

日
本
天
台
に
お
い
て
は
真
俗
二
諦
説
に
関
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
や
現

象
を
そ
の
ま
ま
絶
対
肯
定
す
る
と
い
う
「
俗
諦
常
住
」
の
説
が
重
視
さ
れ
、

論
義
の
題
目
と
し
て
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
の
傾
向
は
特
に

天
台
本
覚
法
門
で
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
著
者
は
俗
諦
常
住
説
の
進
展

に
お
い
て
起
信
論
の
真
如
縁
起
法
門
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を

指
摘
し
、
こ
の
章
で
は
天
台
宗
に
お
け
る
真
俗
二
諦
の
理
解
の
変
遷
を
た

ど
り
、
と
く
に
起
信
論
と
の
交
渉
に
着
目
し
つ
つ
俗
諦
常
住
説
の
思
想
的

展
開
を
考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
ま
ず
中
国
天
台
の
天
台
大
師
智
顎
及
び

六
祖
荊
渓
湛
然
を
、
次
い
で
日
本
天
台
の
最
澄
、
円
仁
、
円
珍
、
安
然
、

源
信
、
恵
心
学
派
、
証
真
を
順
次
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
二
諦
説
を
検

討
し
て
い
る
。
日
本
天
台
に
お
い
て
は
、
ま
ず
伝
教
大
師
最
澄
の
二
諦
説

に
考
察
が
加
え
ら
れ
る
。
最
澄
の
二
諦
説
の
特
色
と
し
て
其
の
真
如
観
を

と
り
あ
げ
、
彼
が
起
信
論
の
随
縁
・
不
変
の
二
真
如
の
説
を
採
用
し
、
と

く
に
随
縁
義
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

最
澄
に
は
「
俗
諦
常
住
」
な
る
用
語
は
見
ら
れ
な
い
が
、
彼
が
随
縁
義
を

視
点
か
ら
天
台
教
学
の
諸
論
題
を
と
り
あ
げ
考
察
す
る
本
書
が
上
梓
さ
れ

た
こ
と
は
、
誠
に
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

本
書
は
十
章
か
ら
成
る
。
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
主
と
し
て
日
本

天
台
に
お
け
る
、
ま
た
第
六
章
か
ら
第
十
章
ま
で
は
中
国
天
台
に
お
け
る

問
題
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
の
内
容
を
概
観
し
紹
介
し
て

み
た
い
。
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強
調
し
た
こ
と
は
俗
諦
的
方
面
へ
の
重
視
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

次
に
、
慈
覚
大
師
円
仁
に
は
俗
諦
不
生
不
滅
論
一
巻
が
あ
る
が
、
著
者
は

こ
の
著
作
の
特
色
と
し
て
、
真
俗
二
諦
と
起
信
論
の
不
変
・
随
縁
と
の
関

係
を
論
じ
、
真
諦
を
不
変
に
、
俗
諦
を
随
縁
に
対
配
し
た
こ
と
、
及
び
法

華
経
方
便
品
の
「
世
間
相
常
住
」
の
経
文
を
俗
諦
常
住
の
文
証
と
し
た
こ

と
、
の
二
点
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
円
仁
が
密
教
の
立
場
か
ら
真
如
随
縁
説

に
注
目
し
て
真
俗
円
融
不
二
を
唱
え
た
こ
と
を
論
述
し
、
そ
こ
に
円
仁
の

真
俗
二
諦
説
の
発
揮
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
最
澄
や
円
仁
、

円
珍
に
よ
る
起
信
論
の
真
如
随
縁
説
導
入
の
立
場
を
承
け
、
五
大
院
安
然

が
縁
起
法
門
を
天
台
の
蔵
通
別
円
の
四
教
に
分
判
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ

る
。
安
然
は
「
『
起
信
論
』
は
真
如
に
不
変
と
随
縁
の
二
義
を
立
て
、
し

か
も
真
如
の
当
体
が
そ
の
ま
ま
諸
法
と
説
く
が
故
に
円
教
位
の
法
門
だ
と

判
定
し
た
」
（
本
書
一
九
頁
）
の
で
あ
り
、
「
こ
れ
は
俗
諦
常
住
説
の
基
調

を
な
す
『
起
信
論
』
の
随
縁
説
が
天
台
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
」
（
二
○
頁
）
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
次
い
で
恵

心
僧
都
源
信
、
及
び
源
信
の
浄
土
教
の
流
れ
を
う
け
る
恵
心
学
派
の
二
諦

説
と
起
信
論
の
関
わ
り
に
言
及
し
、
最
後
に
宝
地
房
証
真
の
二
諦
説
が
検

討
さ
れ
る
。
証
真
は
安
然
の
教
説
を
う
け
、
起
信
論
の
直
如
随
縁
説
を
円

教
の
法
門
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
彼
独
自
の
学
説
と
し
て
、
天

台
円
教
の
空
仮
中
の
い
わ
ゆ
る
円
融
三
諦
と
真
如
随
縁
説
と
の
結
び
つ
き

が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
不
変
真
如
の
真
諦
を
中
道
（
体
・
仏

界
）
に
あ
て
、
そ
し
て
随
縁
真
如
の
俗
諦
を
空
仮
（
用
・
九
界
）
に
あ
て

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
二
章
「
天
台
の
菩
提
心
説
と
『
起
信
論
』
」

著
者
は
こ
の
章
で
、
ま
ず
天
台
智
顎
の
菩
提
心
の
理
解
を
述
べ
、
次
い

で
起
信
論
の
所
説
と
の
関
連
を
中
心
に
日
本
の
天
台
宗
の
安
然
、
良
源
及

び
源
信
の
菩
提
心
説
を
論
究
し
、
最
後
に
華
厳
宗
の
学
僧
凝
然
の
そ
れ
に

言
及
す
る
。
智
顎
は
四
種
四
諦
（
生
滅
・
無
生
・
無
量
・
無
作
）
、
四
弘

誓
願
、
及
び
六
即
（
理
即
・
名
字
即
・
観
行
即
・
相
似
即
・
分
真
即
・
究

寛
即
）
の
三
つ
の
教
説
に
よ
っ
て
菩
提
心
の
概
念
を
規
定
し
て
い
る
が
、

著
者
は
智
顎
の
菩
提
心
説
の
特
色
が
生
死
と
浬
樂
、
煩
悩
と
菩
提
の
絶
対

相
即
を
説
く
円
教
無
作
四
稲
の
原
理
に
も
と
づ
く
点
に
あ
る
と
し
、
「
無

作
四
諦
の
原
理
は
四
弘
誓
願
や
天
台
の
行
位
で
あ
る
六
即
説
の
基
本
理
念

を
な
し
、
こ
れ
ら
四
諦
・
四
弘
・
六
即
の
三
者
が
有
機
的
に
機
能
し
た
と

こ
ろ
に
天
台
の
菩
提
心
た
る
独
自
性
が
あ
る
」
（
三
七
頁
）
と
指
摘
す
る
。

次
に
、
日
本
の
天
台
密
教
の
大
成
者
で
あ
る
五
大
院
安
然
に
は
、
菩
提
心

に
関
す
る
著
述
と
し
て
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
五
巻
が
あ
る
。
日

本
天
台
で
は
安
然
が
初
め
て
起
信
論
の
三
種
菩
提
心
（
信
成
就
発
心
・
解

行
発
心
・
証
発
心
）
を
天
台
の
菩
提
心
説
に
導
入
し
た
と
さ
れ
る
が
、
著

者
は
、
安
然
に
お
い
て
は
起
信
論
の
菩
提
心
義
が
円
教
の
法
門
に
属
す
る

も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
が
占
察
善
悪
業
報
経
や
賢
首
大
師
法

蔵
の
起
信
論
義
記
の
影
響
の
下
に
五
十
二
位
説
と
し
て
理
解
さ
れ
た
こ
と

を
論
証
し
て
い
る
。
ま
た
菩
提
心
論
に
説
か
れ
る
密
教
の
三
種
菩
提
心

（
行
願
。
勝
義
・
三
摩
地
）
を
安
然
は
重
視
し
、
と
く
に
真
言
密
教
独
自

の
菩
提
心
で
あ
る
三
摩
地
心
を
凡
夫
地
よ
り
発
す
衆
生
本
有
の
菩
提
心
と

解
釈
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
対
応
し
て
、
天
台
円
教
の
立
場
か
ら
理
即

菩
提
心
と
い
う
安
然
独
自
の
菩
提
心
説
が
成
立
し
た
こ
と
が
論
述
さ
れ
る
。
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次
に
、
叡
山
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
る
慈
恵
大
師
良
源
に
は
浄
土
教
関
係
の

著
述
と
し
て
極
楽
浄
土
九
品
往
生
義
一
巻
が
あ
る
。
こ
の
著
に
お
い
て
良

源
が
、
起
信
論
で
信
成
就
発
心
の
相
と
し
て
立
て
ら
れ
る
三
心
（
直
心
・

深
心
・
大
悲
心
）
と
観
無
量
寿
経
の
上
品
上
生
段
に
説
か
れ
る
三
心
（
至

誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心
）
、
及
び
維
摩
経
仏
国
品
の
三
心
（
直
心
・

深
心
・
大
乗
心
）
と
を
対
比
し
、
こ
れ
ら
二
経
一
論
の
三
心
を
同
一
の
も

の
と
見
な
し
、
こ
の
三
心
を
も
っ
て
円
教
菩
提
心
と
把
捉
し
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。
次
い
で
、
恵
心
僧
都
源
信
の
往
生
要
集
に
説
か
れ
る
菩
提
心

説
を
と
り
あ
げ
、
源
信
が
摩
訶
止
観
の
所
説
を
承
け
て
、
菩
提
心
を
四
弘

誓
願
と
理
解
し
、
こ
れ
を
理
を
縁
と
す
る
四
弘
（
縁
理
四
弘
）
と
事
を
縁

と
す
る
四
弘
（
縁
事
四
弘
）
に
分
類
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
縁
事
の

四
弘
誓
願
は
三
聚
浄
戒
・
三
徳
心
・
三
因
仏
性
・
三
身
な
ど
の
諸
概
念
と

結
び
つ
け
て
解
釈
さ
れ
る
が
、
著
者
は
、
源
信
の
こ
の
よ
う
な
見
解
が
法

蔵
の
起
信
論
義
記
の
菩
提
心
釈
や
、
そ
れ
を
継
承
し
た
明
暇
の
天
台
菩
薩

戒
疏
の
教
説
な
ど
を
参
照
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
述
し
て

い
る
。
最
後
に
鎌
倉
時
代
後
期
の
華
厳
宗
東
大
寺
の
学
僧
凝
然
の
菩
提
心

説
を
、
そ
の
晩
年
の
著
作
で
あ
る
維
摩
経
疏
竜
摩
羅
記
に
説
か
れ
る
維
摩

経
の
三
心
釈
を
通
し
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
こ
で
凝
念
は
維
摩
経
、
観
無

量
寿
経
、
及
び
起
信
論
の
二
経
一
論
の
三
心
が
全
同
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
が
、
著
者
は
凝
然
の
こ
の
三
心
釈
が
叡
山
浄
土
教
の
伝
統
的
解

釈
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
検

証
し
て
い
る
。

第
三
章
「
天
台
の
九
識
説
と
『
起
信
論
』
」

第
四
章
「
円
密
一
致
と
『
釈
摩
訶
術
論
』

本
章
で
著
者
は
、
安
然
に
よ
る
釈
摩
訶
術
論
（
釈
論
）
の
十
識
説
受
容

の
問
題
を
検
討
す
る
。
龍
樹
造
、
筏
提
摩
多
訳
と
伝
え
ら
れ
る
釈
摩
訶
術

論
十
巻
は
起
信
論
を
詳
釈
す
る
も
の
だ
が
、
八
世
紀
頃
に
成
立
し
た
偽
作

と
さ
れ
る
。
真
言
宗
の
空
海
は
本
論
を
真
撰
と
し
て
重
視
し
、
一
方
、
天

台
宗
の
最
澄
は
こ
れ
を
偽
撰
と
し
て
斥
け
た
が
、
安
然
は
偽
撰
と
し
つ
つ

も
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
依
用
す
る
と
い
う
柔
軟
な
態
度
を
示
し
て
い
る

と
い
う
。
空
海
は
密
教
の
優
越
性
を
示
す
根
本
典
籍
と
し
て
本
論
を
重
視

し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
安
然
は
一
‐
空
海
が
依
用
し
た
『
釈
論
一
の
十

識
説
を
円
密
一
教
の
根
拠
と
し
て
受
容
し
、
安
然
み
ず
か
ら
の
真
言
宗
の

著
者
に
よ
れ
ば
日
本
天
台
の
口
伝
法
門
に
お
い
て
は
種
為
の
九
識
説
が

唱
え
ら
れ
、
口
伝
法
門
独
自
の
思
想
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
思
想
的
基

調
と
な
っ
た
の
が
起
信
論
の
九
識
説
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
章
で
は
円

珍
及
び
安
然
の
九
識
に
つ
い
て
考
察
し
、
更
に
天
台
口
伝
法
門
に
お
い
て

唱
え
ら
れ
た
多
種
多
様
な
九
識
説
を
と
り
あ
げ
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
著

者
は
、
円
珍
が
南
岳
慧
思
撰
と
伝
え
ら
れ
る
大
乗
止
観
法
門
の
心
識
説
を

九
識
説
と
解
釈
し
、
か
つ
そ
れ
を
円
教
義
と
し
て
受
容
し
た
こ
と
、
そ
し

て
、
円
珍
の
九
識
説
を
承
け
、
安
然
に
お
い
て
起
信
論
九
識
説
が
確
立
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
又
そ
れ
が
円
密
の
法
門
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
論
述
す

る
。
次
い
で
、
安
然
の
起
信
論
九
識
説
を
思
想
的
基
盤
と
し
て
、
天
台
口

伝
法
門
に
お
い
て
種
左
の
九
識
説
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
、

そ
れ
を
「
阿
字
九
識
説
」
以
下
、
「
超
九
識
説
」
に
至
る
七
種
に
分
類
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
加
え
て
い
る
。
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第
六
章
「
天
台
の
性
悪
説
と
『
大
乗
止
観
法
門
』
」

南
岳
慧
思
の
著
作
と
伝
え
ら
れ
る
大
乗
止
観
法
門
（
以
下
、
止
観
法
門
）

は
従
来
か
ら
盛
ん
に
偽
撰
説
が
唱
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
そ
れ
を
慧
思
の

撰
述
で
な
い
と
す
る
見
方
が
一
般
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
著
者
や
成
立

時
期
に
つ
い
て
は
、
慧
思
や
智
顎
と
同
時
代
の
摂
論
系
、
起
信
論
系
の
人

第
五
章
「
天
台
止
観
と
『
占
察
経
』
」

占
察
善
悪
業
報
経
（
以
下
、
占
察
経
）
二
巻
は
中
国
で
六
世
紀
末
頃
ま

で
に
成
立
し
た
偽
経
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
経
の
下
巻
で
は
起
信
論

の
所
説
に
も
と
づ
き
、
唯
心
識
観
と
真
如
実
観
の
二
種
の
観
法
（
二
種
観

道
）
が
説
か
れ
る
。
既
に
中
国
天
台
に
お
い
て
、
六
祖
湛
然
が
占
察
経
に

注
目
し
、
二
極
観
道
を
事
理
二
観
と
関
連
さ
せ
て
解
釈
し
、
又
、
そ
の
門

下
の
石
鼓
寺
の
智
雲
も
本
経
の
教
説
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
章
で
著
者

は
、
此
の
経
の
二
種
観
道
が
日
本
天
台
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ

た
か
を
検
討
す
る
。
二
種
観
道
は
日
本
天
台
で
は
初
期
の
頃
か
ら
注
目
さ

れ
た
が
、
円
珍
に
至
っ
て
、
こ
の
観
法
に
関
し
日
本
天
台
独
自
な
見
解
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
円
珍
は

湛
然
の
教
説
を
う
け
つ
つ
、
二
種
観
道
を
起
信
論
の
不
変
随
縁
義
と
の
関

連
で
解
釈
し
、
唯
心
識
観
は
事
観
で
不
変
随
縁
の
「
心
」
の
立
場
で
あ
り
、

一
方
、
真
如
実
観
は
理
観
で
随
縁
不
変
の
「
性
」
の
立
場
で
あ
る
と
明
示

し
た
。
し
か
も
、
こ
の
二
種
観
道
が
円
珍
に
お
い
て
、
円
教
の
止
観
法
門

と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

教
学
に
活
用
し
た
‐
’
（
一
三
七
頁
）
の
で
あ
る
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

物
を
仮
定
す
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
章
に
お
い
て
著
者
は
、

止
観
法
門
に
説
か
れ
る
性
染
説
を
考
察
し
、
止
観
法
門
が
成
立
し
た
思
想

的
背
景
や
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
台
智
顎
の
撰

述
と
伝
え
ら
れ
る
観
音
玄
義
の
如
来
性
悪
説
と
止
観
法
門
の
染
浄
二
性
本

具
説
と
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
止
観
法
門
の
性
染
説
が
天
台
の
観

音
玄
義
に
説
か
れ
る
性
悪
説
の
立
場
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

論
証
す
る
。
又
、
止
観
法
門
に
導
入
さ
れ
た
摂
大
乗
論
の
三
性
説
や
起
信

論
の
三
大
説
の
内
容
を
検
討
し
、
「
止
観
法
門
は
観
音
玄
義
の
性
悪
説
に

立
脚
し
て
、
起
信
論
の
三
大
説
や
摂
大
乗
論
の
三
性
説
を
釈
し
た
」
の
で

あ
り
、
「
天
台
の
性
悪
説
を
論
証
す
る
た
め
に
起
信
論
や
摂
大
乗
論
の
学

説
を
導
入
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
一
七
一
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
。

更
に
、
止
観
法
門
に
お
い
て
如
来
の
教
化
活
動
の
根
拠
を
六
識
に
お
く
説

や
、
止
観
の
対
境
を
六
識
心
王
と
す
る
説
が
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
が
天
台

の
教
説
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
著
者
は
論
証
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
論
点
に
も
と
づ
い
て
、
著
者
は
止
観
法
門
の
成
立
時
期
に
関
し

て
、
「
天
台
の
如
来
性
悪
説
が
確
立
さ
れ
た
『
観
音
玄
義
』
成
立
（
七
世

紀
初
頭
）
以
後
、
止
観
法
門
が
文
献
上
初
出
す
る
八
世
紀
中
葉
、
す
な
わ

ち
天
台
の
第
六
祖
荊
渓
湛
然
以
前
の
一
世
紀
余
り
の
時
期
に
設
定
す
《
へ
き

で
あ
ろ
う
」
（
一
七
九
’
一
八
○
頁
）
と
述
べ
、
又
、
そ
の
著
者
に
つ
い

て
従
来
の
摂
論
系
や
起
信
論
系
の
人
物
と
す
る
説
を
斥
け
、
天
台
系
の
人

師
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
の
見
解
を
呈
し
て
い
る
。

第
七
章
「
天
台
の
六
即
と
『
起
信
論
』
」

天
台
円
教
に
独
自
な
行
位
説
と
し
て
六
即
説
（
理
即
・
名
字
即
・
観
行
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即
・
相
似
即
・
分
真
即
・
究
寛
即
）
が
立
て
ら
れ
る
が
、
日
本
天
台
に
お

い
て
は
六
叩
の
う
ち
理
に
約
し
て
凡
聖
不
二
や
迷
悟
不
二
を
い
う
理
即
が

極
度
に
強
洲
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
理
即
と
起
信
論
の
本
覚
が
結
び
つ
け

て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
章
で
著
者
は
、
天
台
の
理

即
と
起
信
論
の
本
覚
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
起
源
を
探
り
、
又
そ
の
日
本

天
台
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
中
国

天
台
に
お
い
て
本
覚
を
論
じ
た
の
は
湛
然
門
下
の
智
雲
が
初
見
で
あ
る
。

彼
の
著
作
で
あ
る
妙
経
文
句
私
志
記
に
は
六
叩
と
起
信
論
の
本
覚
・
始
覚

（
不
覚
・
相
似
覚
．
随
分
覚
・
究
寛
党
）
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
理
即
と
本
覚
と
の
結
合
が
初
め
て
明
示
さ
れ
た
。
日
本
天
台
に
お

い
て
、
智
雲
の
此
の
学
説
の
影
響
が
ま
ず
円
珍
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。
次

い
で
理
即
菩
提
心
を
唱
え
た
安
然
は
理
即
を
極
端
に
強
調
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
し
て
口
伝
法
門
に
お
い
て
は
「
理
即
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
本
覚
の

み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
本
覚
は
始
覚
と
の
相
対
的
観
念
を
離
れ
た

絶
対
的
一
元
論
と
し
て
把
え
ら
れ
、
天
台
口
伝
を
も
っ
て
天
台
本
覚
思
想

と
い
わ
し
め
る
に
至
っ
た
」
（
一
九
一
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
。

第
八
章
「
円
理
随
縁
説
と
別
理
随
縁
説
」

中
国
の
趙
宋
天
台
に
お
い
て
、
山
外
派
の
円
理
随
縁
説
に
対
し
て
山
家

派
の
四
明
知
礼
は
別
理
随
縁
説
を
主
張
し
、
両
者
の
間
に
激
し
い
論
争
が

重
ね
ら
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
従
来
、
知
礼
が
別
理
随
縁
説
を
発
表

し
た
原
因
は
、
天
台
円
教
を
華
厳
の
終
教
に
同
じ
る
学
説
に
あ
っ
た
と
説

明
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
学
説
が
知
礼
当
時
、
あ
る
い
は
彼
以
前
に
具

体
的
に
誰
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
そ
の
学

説
の
起
源
が
奈
辺
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
著
者
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
華
厳
宗
第
五
祖
の
圭
峰
宗
密
に
注
目

し
、
彼
の
教
判
思
想
を
検
討
し
た
結
果
、
起
信
論
の
真
如
随
縁
義
と
共
に

法
華
経
（
天
台
円
教
）
が
華
厳
五
教
判
の
中
で
大
乗
終
教
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
「
華
厳
終
教
た
る
『
起
信
論
』

の
随
縁
説
と
天
台
円
教
を
結
合
せ
し
め
た
趙
宋
天
台
の
山
外
派
諸
師
や
華

厳
子
瑞
の
学
説
の
思
想
的
基
盤
は
宗
密
の
教
学
の
上
に
あ
っ
た
」
の
で
あ

り
、
「
知
礼
の
別
理
随
縁
説
の
主
張
は
、
山
外
派
諸
師
の
根
抵
に
流
れ
る

宗
密
の
天
台
円
教
と
華
厳
終
教
と
を
同
ぜ
し
め
た
立
場
へ
の
批
判
で
あ
っ

た
」
（
二
○
二
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

第
九
章
「
天
台
の
仏
身
説
と
『
起
信
論
』
」

本
章
は
知
礼
と
仁
岳
と
の
仏
身
論
争
を
、
と
く
に
起
信
論
と
の
交
渉
と

い
う
観
点
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
起
信
論
で
は
、
報
応
二
身
の
相

違
は
仏
を
見
る
側
の
事
識
・
業
識
と
い
う
心
識
の
差
別
に
依
る
と
さ
れ
、

応
身
仏
は
事
識
所
見
で
あ
り
、
報
身
仏
は
業
識
所
見
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
菩
薩
が
業
識
に
依
っ
て
報
身
仏
を
見
る
の
は
「
初
発
意
」
以
上

の
位
に
お
い
て
で
あ
る
と
説
か
れ
る
が
、
華
厳
宗
の
法
蔵
は
起
信
論
義
記

で
こ
れ
を
十
解
（
十
住
）
以
上
の
位
に
相
当
す
る
行
位
と
解
釈
し
た
。
著

者
は
、
法
蔵
の
此
の
解
釈
を
承
け
た
仁
岳
が
そ
れ
を
天
台
の
円
教
初
住
以

上
の
位
と
見
た
の
に
対
し
、
知
礼
は
そ
れ
を
円
教
十
信
位
の
う
ち
第
七
信

以
上
の
位
と
理
解
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
業
識
に
よ
っ
て

報
身
を
見
る
位
を
仁
岳
は
円
教
の
初
住
位
と
し
、
一
方
、
知
礼
は
七
信
位

と
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
起
信
論
義
記
の
所
説
に
対
す
る
、
ひ
い
て
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は
起
信
論
の
所
説
に
対
す
る
理
解
の
相
違
が
、
両
者
の
仏
身
論
争
に
関
わ

る
一
側
面
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

第
十
章
「
妄
心
観
と
『
起
信
論
』
」

本
章
で
は
、
天
台
止
観
の
対
境
と
し
て
の
心
を
真
心
と
み
る
か
、
あ
る

い
は
妄
心
と
み
る
か
、
と
い
う
趙
宋
天
台
に
お
け
る
所
謂
「
真
妄
観
境
」

の
問
題
に
つ
い
て
、
著
者
は
と
く
に
起
信
論
の
心
の
解
釈
と
の
関
連
で
検

討
を
加
え
て
い
る
。
真
心
観
境
説
を
唱
え
る
山
外
派
の
諸
師
に
対
し
て
、

山
家
派
の
知
礼
は
妄
心
観
境
説
を
主
張
し
た
。
山
外
派
諸
師
は
起
信
論
の

不
変
・
随
縁
義
の
う
ち
、
不
変
義
（
心
真
如
門
）
を
重
視
す
る
立
場
か
ら

真
心
観
を
唱
え
た
が
、
知
礼
は
山
外
派
の
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
理
に
偏
し

た
所
説
で
あ
る
と
し
て
斥
け
、
自
ら
は
あ
く
ま
で
も
天
台
の
伝
統
的
な
性

具
説
に
基
づ
く
円
教
随
縁
義
の
立
場
か
ら
妄
心
観
を
主
張
し
、
「
近
要
な

る
不
変
随
縁
の
心
、
す
な
わ
ち
自
己
に
お
け
る
現
今
刹
那
の
六
識
妄
心

（
事
）
を
所
観
の
対
境
と
し
て
、
随
縁
不
変
な
る
性
（
理
）
を
顕
わ
す
べ

き
こ
と
を
力
説
し
」
（
二
一
八
頁
）
た
の
で
あ
る
と
、
著
者
は
論
述
し
て

い
る
。以
上
、
目
次
に
従
い
本
書
の
内
容
を
簡
略
な
が
ら
紹
介
し
て
き
た
。
大

乗
起
信
論
と
の
思
想
的
交
渉
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
国
・
日
本
の
両
天
台

の
諸
問
題
を
論
じ
た
本
書
の
功
績
は
大
き
い
。
本
書
は
天
台
教
学
の
研
究

を
志
す
者
に
と
っ
て
必
読
の
研
究
書
で
あ
る
と
思
う
。

昭
和
六
三
年
十
月
、
Ａ
５
版
・
一
二
九
頁
十
二
四
頁

五
八
○
○
円
法
蔵
館
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